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安全にお使いいただくために必ずお読みください
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お取り扱いについて

主装置（本商品を含む）、本商品（ボックスタイプ）、 ●
電話機などをベンジン、シンナー、アルコールなどで
ふかないでください。主装置（本商品を含む）、本商
品（ボックスタイプ）、電話機などの変色や変形の原
因となることがあります。汚れがひどいときは、薄い中性洗剤をつけた布を
よくしぼって汚れをふき取り、やわらかい布でからぶきしてください。ただ
し電話機コードのモジュラープラグ部分は、よくしぼった場合でも、中性洗
剤をつけた布では絶対にふかないでください。

停電中に主装置の電源スイッチを切らないでください。停電復旧時に使用で ●
きなくなります。

停電のときは、停電用電話機を使用してください。 ●

他の内線電話機は使えません。

 ●

 使薬 ●
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8 ご参考に
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1  お使いに
なる前に

お使いになっている電話機（αNX typeL（主装置タイプ／サーバタイプ）
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お
話
し
を
録
音

す
る

2

自
動
で
録
音
す
る
に
は
（
自
動
通
話
録
音
）

録











26

3 
 メールを送る

外線を利用してメールを送るには
外から電話をかけて、指定したボックスにメッセージを録音することができます。（メールサー
ビス）。「システム設定」でメールサービスが設定されていることが必要です。

1 「音声メール」へ電話をかける。
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メ
ー
ル
を
送
る

3

外
線
を
利
用
し
て
メ
ー
ル
を
送
る
に
は
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メ
ー
ル
を
送
る

3

メ
ー
ル
到
達
通
知
と
は

メール到達通知サービスを停止する

1
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メ
ー
ル
を
再
生
／

消
去
す
る

4

外
線
を
利
用
し
て
メ
ー
ル
を
再
生
に
は
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4  
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4 
 
メールを再生／
消去する 再生中のメールにコメントを付けるには

再生中のメールの前または後にコメントを付けることができます。コメントを付けたあと、そ
のメールを他のボックスに転送することもできます。

1 メール再生中に、コメントボタンを押す。

メールの再生が中断します。
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4  メールを再生／
消去する

メ
ー
ル
を
再
生
／

消
去
す
る

4

再
生
中
の
メ
ー
ル
を
消
去
す
る
に
は

再
生
中
の
メ
ー
ル
に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
る
に
は

再生中のメールを消去するには
再生中のメールを消去することができます。

1 メール再生中に、取消ボタンまたは

を仝陖。
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5 
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6 
 IVR機能

IVR機能を利用するには

動作フローを作成する
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7  より便利
に使う

よ
り
便
利
に

使
う

7

Ｉ
Ｖ
Ｒ
環
ｊ
ｂ

り

Ｉ
ＶＩ

養

9（9。罪、蔽
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7 
 
より便利
に使う 暗証番号を登録するには

9 ハンドセットを置く。

ワンポイント
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7 
 
より便利
に使う
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7  
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7 
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7 
 
より便利
に使う
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7  より便利
に使う

よ∵
ね∵
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8 
 ご参考に システム設定によりご利用になれる

機能 ■
ンプを点灯させる
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ご
参
考
に

8

シ
ス
テ
ム
設
定
に
よ
り
ご
利
用
に
な
れ
る
機
能

その他

外線から音声メールへ電話をかけてサービス ■
を受ける
「システム設定」すると、内線からかけたときと同じように
音声メールのサービスをご利用になれます。

外線を利用してメールを送る（・ ☛P26）

外線を利用してメールを再生する（・ ☛P36）

外線を利用してメールをバックアップする・ 

複数のボックスをまとめて、同報ボックスと ■
する
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8 
 ご参考に システム設定によりご利用になれる

機能

各種機能を利用するための特番一覧
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1  
概要

概
要

1

パ
ソ
コ
ン
の
接
続

特　

長

パソコンの接続
パソコンと主装置に収容されている音声メールユニット／ボックスを接続するには、パソコ
ンとLANケーブルが必要です。
パソコンのLANポートと音声メールユニット／ボックスのLANポートをLANケーブルで接
続してください。

お客様にご用意いただくもの

・パソコン
10BASE-Tまたは100BASE-T ／100BASE-TXに対

応したLANポートを備えていることをご確認ください。

・LANケーブル
市販のLANケーブルをご用意ください。
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2 
 操作の流れ
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管
理
を
行
う

3

録
音
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
管
理
す
る
に
は

録音メッセージをパソコンに
保存する（ユーザ管理者）

メールボックスに保存されている録音メッセージをパ
ソコンにダウンロードして

し す コメン 寏圚ゐ ウ ン ロ ー ド し す
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3 
 管理を行う

録音メッセージを管理するには

7 ダウンロードの完了を確認し、「閉じる」をクリック
する。

ワンポイント
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管
理
を
行
う

3

録
音
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
管
理
す
る
に
は

録音メッセージを消去する
（一般ユーザ）

音声メールに保存されている録音メッセージを消去し
ます｡
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3 
管理を行う

管
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4 
保守を行う

保
守
を
行
う

4

メ
ー
ル
の
再
生
順
を
設
定
す
る
に
は

共
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
管
理
す
る
に
は

メールの再生順を設定するには

管
理
を
行
う

3

録音メッセージを再生する順番を、ボックスごとに設定できます。お買い求め時は「新しい
順」に設定されています。この操作は、ユーザ管理者のみ行うことができます。

1 利用メニューで「メール再生順設定」をクリックする。

2
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5 
ご参考に
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5 
ご参考に

ご
参
考
に

5

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

停
電
に
な
っ
た
と
き
は

故障かな？と思ったら

┗猄悗憐猜 原　因 確認してﾚ乳鵠膐 参照ページ

音 声 メ ー ル に 電 話 ｪ 帽 悗 瓜

らない

主装置または音声メールボッ│スタイ

プの電源ｪ返桺蘖悗傅

主装置の電源┌イッ└をオンにしてﾚ

だ┷傅

̶ 主装置または音声メールボッ│スタイ

プの電源┆ードｪ 暁桺蘖槗

電源┆ードド正しぷ 遵桺續̶ 逃電中 逃電ｪ 亻槗奭養 聶奭遷猄

☛P116主装置と音声メールの通信ｪ梁

主装置と音声メール∵

電架線信懇[て待入っせ停

̶イ∵
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